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2 P-49 若者のファッション志向に関する一考察

渡辺澄子（松阪大短大）

〔(社) 日 本家 政 学 会

【目的】世代間の断絶が問われる中、若者の生き方 や考え方を知る上で、彼 らのファッション志向

は暗黙のうちにその手がかりを示すものと考え られる。若者のファッションアイテ ムとして、昨年

流行したピアス、カラーリング、厚底靴レブ ランド品、ガングロ、ルー－ズソックスを取り上げ、各

アイテムに対す る好き嫌いから彼らのファッション志向を把 陛するとともに、経済状況およびt生格

等との関わりを検討した。

【方法】2000 年11 月 に 高校生( 男子150 名 、女子85  名) 大 学生( 男 子87 名 、女子178  名) 計

500  名 を対 象にアンケートによる自記式集 合調 査を行った。有効 測 又率は99% であ る。謳 査集計後、

単純 集計結 果を女子大学生に提示し、 自由記述の意見徴収を行った。

【結果】ピアス、カラーリングは好きと答えるものが多く、また両 者に対す る好みの相関も高く、

若者の定番ファ クションとなる傾向がみられた。 これらは身体の一部( 皮 膚、毛髪) に対 する加工

であるとい う点から、従来の着装によるファッションとは異なった意味をもつものである。 --方 、

ガン グロ化粧はほとんどのものが嫌いと答えているが、mm 靴 との好みの相関が高く、両者は関連

したファッションアイテムであ るこ とが明らかとなった。 また、女 子高生アイテムであるノレー一一ズソ

ックスに対しては、どの層においても約30% の ものが好きと答えており、女子高生 のかわいらしさ

イメージとして若者の中に定着しているこ とが考えられる。 さらに若者のファッション志向の差異

はアル'/《ｲﾄ や 支出費目などの経済状況 や性 格、悩みご となどとも関わりがみられた。

2 P-50　　　　婦人服の静的シルエットと動的シルエットのイメージ評価

＼　　一色とサイズを変化させた場合一

Ｏ泉　加代子　　西村　知栄　( 京都府大)

目的　インタ- ネットの目覚しい普及は衣服め購買形態に変化をもたらすと思われる。

自分が欲しい衣服を両面で選択し、身体寸法や体型を入力すると、自分が着装した映像が

画面に現れ、それを見て購入を決定する時代がくると考えられる。衣服は人体にまとわれ、

人間の動作に追随するものであるので、静止状態での情報だけでなく、動作時の情報も求

められる。そこで、近年開発された歩行時の着装形状をシミュレートしたソフトVFDi)

を用いて、静止時の前面シルエットと3D 空間内での歩行時の動的シルエットのイメージ

を色彩とサイズを変化させて評価し、両者の評価に違いがあるかどうかを検討する。

方法　JIS 規格ＳサイズとＬ サイズのモデルに同じデザインのワンピースドレスを着装

させ、それぞれ４色[ 赤r5R5/14]・青[3PB3.5/11.5]・黄[5Y8.0/13.0]・白rN9.5]) の静止

両と動画を作成し、計16 種類の刺激を作成した。イメージ評価は16 対の形容詞を選定し、

sD 法により７段階尺度で評定を求めた。判定者は男女学生計50 名である。

結果　 刺激ごとに各イメージ項目に対する判定者の評定を得点化して平均値を算出し、

イメージプロフィールを作成した。色・サイズ別に静的シルエットと動的シルエットに対

する各イメージ項目の評定平均値の差をＴ検定した結果、両シルエット間のイメージに有

意な差が認められた項目は､８組合せを平均すると危険串1% で全項目の25 ％、危険率5%

で全項目の42% であった。また、色にかかわらず、Ｓサイズモデルでは動的シルエットの

方が、Ｌサイズモデルでは静的シルエットの方が｢ やせた｣ と評価される傾向が見られた。
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